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1. はじめに 
 

 珪化木は，樹木に珪酸分がしみこんで硬くなり地層中など
に残されたものである。日本国内では主に中生代後期から新
生代にかけてのものが各地で見られ，古くから多くの人に関
心を持たれてきた。正倉院御物として似

に
竜
りゅう
骨石
こっせき

の名で納め
られており（益富, 1957），シーボルトの収集標本がオランダ
のライデン自然史博物館に収蔵されている（橘・田賀井 , 

2005）。一方で，その成因など不明な部分が多い化石である。
近年，珪化木に関する研究が散見されるようになってきた。
筆者も以前から関心を持っており，愛知県やその周辺で産出
する珪化木について考察を試みた。対象としたのは新生代層
からの（と思われる）ものである。 

 

2. 珪化木の特徴は何か？ 
 

a) 色はさまざまであるが，硬く，重い（重く感じる）。 

b) 材の組織がつぶれていない（保存がよい）ものが多い。 

c) 一つの珪化木に，珪化した部分と炭化した部分が混在す
ることが多い。 

d) 石炭層と関係が深い（野田, 1964など）。 

e) 断片として産することが多く，現地性か異地性かわから
ない場合が多い。 

 

3. どのようなことがわかってきたか 

 

 珪化木に関わる研究はさまざまな方面から行われてきた。
特に初期の研究では植物研究雑誌，植物学雑誌などに報告さ
れたものが多いことからわかるように，生物学的な樹種の検
討から古環境の推定に関わるものが多い。樹種の決定が難し
いこともあり，かつてはメタセコイアなど針葉樹で代表され
ていたきらいがあるが，現在は針葉樹，広葉樹問わずさまざ

“邪魔者
じゃまもの

”として珪化木は古くから注目されており，採炭上
の問題解決という産業面からの研究である。こちらも地下深
所での採炭が多く，危険も多い坑道などでの調査は難しく，
産状を含めた地質学的な研究はほとんど無い。さらに，鉱物
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学的や化学的な研究（島田・菊野, 1960; 景守ほか, 2003など）
も行われてきた。 

 詳しい研究史は近年，寺田（2008）によってまとめられて
いるので詳細は省略し，主なものと最近の研究を簡単に紹介
する。 

・ 古野（1987）：シリカは細胞内腔や壁孔室
へきこうしつ

のような空隙
から沈積し始める。壁物質の消失後にはそのすき間にも
侵入し置換する。 

・ 熊谷ほか（1992）：瑞浪層群蜂屋
はちや
層の珪化木から得られる

年輪曲線からその樹木のなぎ倒された年代を推定した。
樹木は火砕流でなぎ倒された可能性が高い。 

・ 赤羽・古野（1993）：立山新湯の温泉水中では材組織の細
胞壁などに温泉水中のシリカの球状体が付着することか
ら珪化がはじまる。倒木は 30～40年以内に珪化が進行し
ている。道管内や木部繊維の内腔はシリカで充たされ，
細胞壁はケイ素よりも炭素が多く検出された。 

・ 赤羽（1993）：温泉水でない通常の地下水による珪化が，
入 善
にゅうぜん

沖
おき
の埋没林でみられた。 

・ 赤羽（1996）：珪化速度は時間経過に伴い大きくなり，珪
化木は 10～10数年で形成された可能性がある。 

・ Oishi（1999）：珪化木は地層中で炭化作用と続成作用を
受けており，木材から埋もれ木までの段階で珪化してで
きる可能性がある。一本の幹に炭化部と珪化部が共存す
るのは，セルロースが残っているところが珪化しやすく，
残っていないところは炭化作用が優先するためである。
石炭層中の松岩は泥炭中に取り込まれた樹木のうち耐久
性の強い（セルロースの分解速度が遅い＝非晶質ケイ酸
が析出しやすい）針葉樹の材部分が選択的に珪化された。
炭素含有量の少ない珪化木は一般の堆積岩中に産出し，
灰色～淡褐色で珪化木の内部または周囲に炭化部分が含
まれない。炭素含有量の多いものは石炭層や一般の堆積
岩中に産出し，暗色で内部または周囲に炭化部分を含む。
珪化木が埋もれ木型のものは褐色多孔質で木材状であ
り，シリカ鉱物の結晶度はさまざまである。 

・ 星野・及川（2011）：珪化木の年輪幅の変化から噴火間隔
を推定した。 

・ 古川ほか（2016）：瑞浪層群中村層ではマグマ由来の熱水
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が浸透して凝灰質砂岩を珪化している。 

・ 大石・寺田（2016）：石炭層中にみられる珪化木ではセ
ルロースが多く残る木材部分に選択的にコロイド状の
SiO2・nH2Oが沈殿して珪化木化し，セルロースの少ない
泥炭部分は石炭化したと考えられる。 

 赤羽（1996）などで示された珪化木形成に要する時間の短
さは多くの関心を呼んだ。また，Oishi（1999）では炭質部
と珪質部が入り交じって産する理由が述べられていること
は注目に値する。 

 

4. 日本ではどのような地層から産出するか（新生代層のみ） 
 

 前項でも述べたが，生物学的な研究が主であったため，産
出する地層に関する詳細な記述は皆無に近い。そのため，ど
んな岩相から産出したかという成因につながるデータはほ
とんどない。表 1は産出報告のあった地域の地層（岩相）を
先行研究や筆者が観察したものなどを加味して作成した。詳
細な資料がないためおおざっぱなものであることは否めな
い。 

 経験的にも言えるが，火砕流堆積物や凝灰角礫岩など火成
活動に関わる堆積物中，あるいはこれらが随伴する地層中か
らのものが多い。筆者はこのようなものを省略して「火の気

け

がある」と呼んでいる。もちろん「火の気」の見られない堆
積物中からのものもあり，後述する現地性か異地性かの問題
に絡んでくる。 

 2018 年に改めて珪化木が多産する能登半島地域と，かつ
ての筑豊炭田地域を訪れた。能登半島には石川県能登町不動
寺に「珪化木公園」と名づけられた公園がある。周辺地域に
はかなり広範囲に中新統柳田層が分布する。柳田層はデイサ
イトおよびその火砕岩類を主とし，玄武岩質の溶岩流もみら
れる。泥岩・礫岩・凝灰質頁岩もある。泥岩中からは「狼煙

のろし

化石植物群」（台島型）や珪化木を産する（藤, 1981）。残念
ながら「珪化木公園」の第 1公園の珪化木は風化によって崩
れたようで跡形もなく片付けられていた。第 2公園には地中
に半分埋もれた状態で観察できる（図 1）。埋積している地
層は凝灰質の砂～シルト層であるが顕微鏡下で見ると珪化
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木の小さな破片が多く含まれている（図 2）。近くの九十九
つ く も

湾
わん

にはのと海洋ふれあいセンターがあり城ヶ崎海岸に沿って
遊歩道が造られている。珪化木を見に来たと伝えるとセンタ
ー職員の坂井恵一氏が案内してくださった。火砕流堆積物の
上に載る真っ白な凝灰岩層の基底面付近に水平方向にのび
る珪化木の抜け落ちた穴が多く見られる（図 3）。中に詰ま
った状態の茶褐色（おそらく鉄分による）の珪化木も多い。
岩礁に落ちていた“珪化木”を拾っていただいたが軽く（もち
ろん現在の材に比べれば重い），この“珪化木”は帰宅後，燃
える部分があることが確かめられた。露頭に見られるものも
風化が激しく，不完全な珪化木あるいは炭化木と思われるも
のが多い。 

 かつて筑豊炭田といわれた飯塚市，田川市，直方市には石
炭記念館といった施設がある。炭田では炭層中に“松岩

まついわ
”な

どと呼ばれるさまざまな大きさの珪化木が産出した。ボタ山
（石炭などの捨石が集積されてできた山）がこの地域の名物

図 1 珪化木公園 2号公園の珪化木。案内板によると長さ 13 
m，径 1 m，樹種はヒッコリー（クルミ科）の一種。 

図 3 のと海洋ふれあいセンター城ヶ崎海岸。火砕流堆積物
の直上に載る白色火山灰層中に珪化木の抜け跡が多く
みられる。珪化木が残るものも多い。 

図 2 珪化木公園付近の砂～シルト層中に含まれる珪化木の
細片。 
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であったが，自然発火，がけ崩れなどもあってほとんど埋め
立てに使われてしまったらしい。現在は飯塚市忠隈

ただくま
地区に

ある筑豊富士（私有地で立入禁止）と呼ばれるものが唯一の
ボタ山と言ってもよいくらいである。炭層中に含まれる珪化
木（松岩）は著しく硬く，採炭機やさく岩機の刃先をいため

6

採炭の邪魔になったこともあり，石垣や庭石などに使われあ
ちらこちらで見ることができる（図 4）。文献や石炭記念館
などへの質問でも産状はほとんどわからない（図 5）。2010

年，飯塚市の原口炭鉱大門坑跡が雑木林を切り開いて見つか
った。地主の安藤喜八郎氏に許可を得て見学させていただい

表 1 珪化木を産出した地層。 
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た。当日は現場を案内していただき，産出した多量の珪化木
（松岩）や石炭の中から若干サンプリングをさせていただい
た。発掘当時の繊細な写真もコピーしていただいたが，坑道
は埋没されていたため，産状はわからなかった。真っ黒のも
のが多かったが，燃えると白くなるという話であった。 

 

5. 愛知県とその周辺ではどこでみつかっているか 
 

 愛知県とその周辺の地層中から産出した所は次のようで
ある：新城市海老

え び
・棚山（産地不詳），豊根村 猪

いのし
古里
ご り
（産

地不詳），新城市大海
おおみ

（産地不詳），半田市八
や
助谷
すけだに

（東海層
群矢田川層高針部層相当？ 半田市立博物館所蔵），半田市宮
本町付近（常滑層上部？），名古屋市千種区・緑区など（八
事層中の礫），尾張旭市森林公園（矢田川層日進部層あるい
は高針部層？），豊明市沓 掛 町

くつかけちょう
（矢田川層高針部層？），犬

山市善師野
ぜんじ の

（瑞浪層群中村層，立ち木状態もあり）。ほとん
どの地点が再堆積によるものと思われるが，正確な産出地
点・地層が不明のところがほとんどである。この中で比較的
まとまって産出したと思われるところは豊根村の猪古里地
域と犬山市善師野付近である。鳳来寺自然科学博物館に海老
産の石炭として展示してあるものは珪化木と考えられる。 

 岐阜県では美濃加茂市～可児市周辺の瑞浪層群蜂屋層･中
村層から多くの珪化木を産出する。愛知県とその周辺の産出
珪化木のほとんどは異地性のものと考えられるが，その“原
産地”の第一候補である。蜂屋層のものは野村・野村（1984）
に詳しい。それによれば，火砕角礫岩中に多くの横倒しにな
ったものが見つかり，地域によっては立ち木状態で根部の残
されたものもある。美濃加茂市山之上町の岐阜県天然記念物
に指定されているMetasequoiaが凝灰質砂岩中に一部埋没状
態で見つかっている。成因として水中火砕泥流に覆われたと
考えられており，ケイ酸は熱水溶液からのみでなく美濃帯の
チャートからの溶け出しもあるという。私有地のため案内板
などは建てられていないが，山道の脇に横たわっており，夏
場は珪化木の表面がコケ植物などに覆われ観察しにくい。太
田橋から新太田橋周辺は化石林公園として保護されており，
立ち木状態の珪化木が多く見られる。褐炭や植物の葉化石も
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産する。鹿野（1995）によれば，珪化木は中村層中部に多く，
直立樹幹化石群で，層厚数 10 cm～1 mの塊状砂岩層の表面
に立つ。黄鉄鉱が晶出しており，砂岩層によって横からの圧
力で変形が多い。ほかにも，岐阜県加茂郡川辺町川辺ダム下
の川原（図 6）からや可児

か に
市土田

ど だ
の川岸（図 7）からも多産

する。 

 三重県では東員町の大泉層から宅地開発に伴って砂層中
から多くの大きな珪化木の産出が知られる（北勢町町史編さ
ん委員会, 2000）。また，四日市市の旧家の庭に古くからある
珪化木を見せていただいたことがある。長さ 50 cm以上のも
のが多く 7，8点あり，産地は不明であるが古くから産出し
たようである。桑名市星川の板東 1火山灰層（上位層からの
転石？）からも礫として産出した。鈴鹿市三宅町「鈴鹿ツイ
ンサーキット」の西部造成地（層準不明）からの産出も知ら
れている。 

 長野県では，飯田市千代地区や阿南町の富草層群から多く
の珪化木が産出している。千代地区で土地の方に聞くと，多
く出たが庭石としておいてある家のほかは捨ててしまった
といわれた。一つだけ飯田市千代地区荻坪

おぎつぼ
の観音堂に大正

天皇即位記念に柱のように建てられたものがあり，観光用の
案内板には概略地図に「千代地区荻坪の珪化木産地」と書か
れている。付近の地層を観察した限りでは火山灰層・褐炭層
の上位に載る礫層からと考えられるが正確な層準はわから
なかった。阿南町化石館には珪化木，炭化木がかなり多く展
示されているがほとんど詳しい産地は不明である。 

 そのほかには明らかに運搬されてきたものであるが，庄内
川の河川礫や伊良湖岬の海岸礫からも知られている。知多半
島の野間で師崎層群山海

やまみ
層中から見つかったと聞き探しに

行った。SNSで紹介されたものらしく，すでに大半は無くな
っていた。周囲の黒色部分の破片を持ち帰り，火にかざすと
燃えたことから炭化木と思われる。2017年 6月可児市久々利

く く り

の東明小学校近くから 15 mの珪化木が工事に伴って産出し
た。可児市教育委員会を通して見せていただいたが，一部の
4 m 分だけ展示してあり，表層の炭化部分は崩れかけてい
た。 

 Yasui（1917）は尾張・美濃炭田と思われる褐炭中から

図 4 福岡県飯塚市忠隈宝満宮に置かれた珪化木（松岩）。石
垣に使われるほか，公園などにも普通に見られる。 

図 5 北九州市いのちのたび博物館に復元されている珪化木
（松岩）の産状。 
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Sequoia hondoensis を記載しているが，珪化木ではなさそう
である。 

 展示物などとしてみられるところ（確認したところ）は次
のようである：名古屋市科学館，蒲郡市生命

いのち
の海科学館，半

田市立博物館，豊橋市自然史博物館，鳳来
ほうらい

寺山
じさん

自然科学博
物館（愛知県新城市），森林公園展示館（愛知県尾張旭市），
あおいパーク（愛知県碧南市），古川美術館為三郎記念館（名
古屋市東区），里山の家（名古屋市千種区），美濃加茂市民ミ
ュージアム（岐阜県美濃加茂市），平成記念公園（岐阜県美
濃加茂市），正眼寺（岐阜県美濃加茂市），可児郷土歴史館（可
児市）， 泳 宮

くくりのみや
古蹟境内（可児市），藤原岳自然科学館（三

重県いなべ市），東員町総合文化センター（三重県東員町），
三重県総合博物館，浄願寺（三重県東員町），阿南町化石館
（長野県阿南町）。筆者が見る限り一番多く展示されているの
は，あおいパーク（愛知県碧南市）のインドネシア産のもの
である。 

 なお，新生代のものではないが，岐阜県坂祝
さかほぎ

町の坂祝礫
岩から 8 cm大の珪化木の亜円礫が近藤・足立（1975）によ
って報告されている。頁岩より遙かに軽く，保存状態も悪く，
完全に珪化および炭化している上，つぶされているそうであ
る。 

 

6. どのようにしてできるのか 
 

 『新版地学事典』（地学団体研究会新版地学事典編集委員
会編, 1996）によれば，珪化作用とは「熱水溶液との反応で
岩石の SiO2量が増加する変質作用」である。珪化木で世界
的に有名な所にアメリカアリゾナ州の Petrified Forest Na-

tional Parkがある。見学がかなり自由だったころに訪れたが，
成因については深く考えることもなく，カラフルな珪化木の
お土産を購入しただけであった。成因は，洪水によって運ば
れ凝灰質な砂礫層に埋められた後，SiO2が浸透した（Chronic, 

1993 など）といわれる。日本では有名な手取川流域の珪化
木産地にある「桑島化石壁」をダムによる水没前（旧指定地）
に見に行ったことがある。ハンマーを当てなかったが珪化木
は見られなかった記憶がある。 

 成因は単純に考えれば，樹木が埋積され，おそらく水（地
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下水，温泉，熱水）からケイ酸分が供給されればよい。そこ
で疑問に感じたのは，常温の地下水中にはケイ酸分はあまり
含まれていないのではないかということである。そのためか
珪化木形成には長い時間がかかるとされてきた。ケイ酸はと
ても複雑な物質であるが，水溶性のケイ酸はオルトケイ酸ナ
トリウム（Na4SiO4）で表現されることが多い。雨水中には
含まれず河川水や地下水に若干含まれる。数多く研究の中か
ら若干紹介する。 

・ 島田・菊野（1960）：南九州地域の河川の珪酸含有量は
比較的多く，シラスが原因と考えられる。 

・ 石塚ほか（2004）：花崗岩や砂岩・泥岩よりも変成岩や
凝灰岩が含まれる地質を流れる渓流水の方が DSi 濃度
（溶存態ケイ素濃度）は高い。凝灰岩は Si成分の溶出が
多い地質である。 

・ 河川環境管理財団編（2005）：一般の河川水中の溶存ケ
イ酸は，SiO2として 1～30 mg/L の濃度で存在する。ケ
イ酸濃度は火山地帯の河川や地下水では高くなる。常温
常圧ではシリカの沈殿を生じ，水中濃度が 30 mg/Lより
大きくなりにくく，30 mg/L を超えるものは熱水にしか
見られない。 

・ 石橋ほか（2012）：化学的風化によってケイ酸を溶出し
やすいのはカリ長石，曹長石，黒雲母，火山岩ガラスで
ある。DSi 濃度の高い湧水の採水地点の地質は必ずしも
ケイ酸溶出ポテンシャル指数の高い地質ではなく，地下
水の経路の検討が必要である。 

・ 日本地下水学会 HP（URL1）：古い地下水ほどシリカ濃
度は高くなる。温泉水のシリカ濃度は通常の地下水と比
較すると高く，泉温が高くなるほど，pH がアルカリ性
になるほどシリカ濃度は上昇する。 

 次にどのようにしてできるのか？ ケイ酸の浸透について
は前述したように近年の研究でかなり詳しくわかってきた。
補足的に若干の研究を紹介する。 

・ 淺野・由井（1962）：松岩は樹木の根幹部の心材が主と
して珪化され，外側の師部，樹皮などの組織は石炭化し
ていることが多いようである。すでに泥炭化していた部
分は珪化しなかった。 

・ 村岡（1997）：珪化木は大型の樹幹などが泥炭に混入し

図 6 加茂郡川辺町川辺ダム下の河原で見られる珪化木。 図 7 可児市土田の川岸で見られる珪化木。 
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地下水の通路になって珪酸が沈着して形成されたので
あろう。 

・ 景守ほか（2003）：一般に，細胞壁を構成するセルロー
スの水酸基と Si(OH)4になった Siが水素結合するという
メカニズムが考えられている。 

・ 鹿園ほか（2007）：地表付近の土壌では降雨による水の
供給が多いため Siの溶脱が起きるが，下部では水の浸透
速度が遅いため，溶脱速度より Siと Alが結合して非晶
質，粘土鉱物を生成する方が大きくなる。 

・ 青木（2012）：火山ガラスを多く含む凝灰岩中ではシリ
カに飽和した水が浸透しやすい。 

 

7. 現地性か異地性か 
 

 愛知県とその周辺地域から産出する珪化木は再堆積（異地
性）と考えられるものが多い。現地性か異地性かの問題は炭
層中の松岩に関して両者の考えが提案されてきた（野田, 

1964; 中柳, 1965など）。いろいろな資料を読む限り両者のも
のがあるという考えが妥当と思われる。現地性の最大の根拠
は立ち木状態での産出である。ただし，ニューギニアで洪水
による流木が，樹幹は横倒しで株はほとんど全部立っていた
という報告もある（野田, 1964）。異地性で考えられるのは重
く，場合によっては大きな珪化木が運ばれるためにはそれな
りの流れが必要である。その場合には岩相は礫層の場合が多
いと考えられる。 

 

8. 考 察 
 

 以上の研究成果などを参考に，愛知県とその周辺から産出
する珪化木について考察する。まず，樹幹の中にシリカの入
る過程は，古野（1987）や赤羽・古野（1993）などによって
明らかになった。シリカの供給は熱水（温泉水）からが量的
に多く，火山灰層からも比較的多くもたらされる。珪化木の
成因については火山灰層からシリカが供給されたと説明さ
れていることが多い。しかし，一般の地下水，渓流水に比べ
て比較的多いことは確かであろうが，珪化木の保存の良さか
ら推定される珪化に要する時間の短さからは堆積して時間
の経過した火山灰層を透過したシリカでは量的に不十分な
印象を受ける。筆者の言う「火の気」が基本的には必要でな
かろうか。赤羽（1996）の言うように条件がそろえば短時間
で形成されるであろうが，愛知県とその周辺地域に分布する
鮮新統ではそのような環境は考えにくい。外国の鮮新統から
の報告（景守ほか, 2003）もあるが，愛知県とその周辺では
中新統からのものがほとんどであると思われ，鮮新統及びそ
れ以降の堆積物中のものは再堆積と考えられる。火山灰層以
外からの産出も多い。珪化木は堅固であるものが多く何度も
洗掘され再堆積を繰り返した可能性が高い。 

 さて，現在，珪化木の原産地としてほぼ確実なのは岐阜県
美濃加茂市～可児市周辺の蜂屋層と中村層だけである。愛知
県とその周辺で，比較的まとまって珪化木が産出するのは，
愛知県豊根村猪古里周辺，美濃加茂市周辺の蜂屋・中村層，

12

三重県東員町～いなべ市周辺，長野県飯田市～阿南町の 4

地域である。この中で珪化木の原産地を「火の気」，「中新統」，
「陸上堆積（汽水域も）」，「距離」（図 8）を念頭に検討して
みた。 

 まず，豊根村猪古里周辺の新第三系からのものは正確な産
出層準も産出量もわからない。しかし集落の方にお聞きする
と多く産出し庭先などに置いておいたが盗難（？）によって
皆無くなってしまったということである。一カ所，林の中に
石仏の台座として残されている（図 9）。この近くの「火の
気」は南設亜層群（大島川層？）か，津具

つ ぐ
・根羽

ね ば
火山群の活

動が知られている（下伊那教育会, 2006）。なお，愛知県東部
の鳳来寺山付近にはかつて石炭が産出し玖老勢

く ろ ぜ
，川売
かおれ

，
仏 坂
ほとけざか

峠，塩津温泉などで見られた（藤城, 1967）。前述した
ように鳳来寺自然科学博物館に展示されている海老産の石
炭も珪化木といってもよいと思われ，珪化木の大量の産出報
告はないが，設楽

したら
層群南設亜層群も原産地の候補者になり得

ると考える。 

 名古屋周辺では更新統の八事層に時折，礫として見つかる
が，その下位にある更新統唐山層や中位段丘相当層の熱田層
からの産出は聞かない。古流系の違いであろう。 

 次に三重県東員町～いなべ市周辺（鮮新統の大泉層など）
のものを検討する。前述したように東員町からのものは細砂
～シルト層からのものらしいが詳細な報告はない。大きな樹
幹の珪化木も多く，運搬するにはかなりの流れが必要であろ
う。この周辺には植物化石や褐炭層は見られるが「火の気」
も「中新統」も見あたらない。特徴的なのはかなり厚層な火
山灰層を含め，多くの火山灰層が見られることである。遠方
から飛来した火山灰層の上に再堆積部分が厚く載っている
場合が多い。給源火山付近に落下した火山灰層は高温で農作
物にも被害を与えるが，再堆積し温度が低下した火山灰から
ケイ酸が溶出され珪化木を形成するにはかなり時間がかか
るであろう。また，再堆積火山灰の供給源として北東地域に
火砕流堆積物の堆積地が報告されている例（阿漕火山灰層と
その相当層；Nakayama, 1994）もある。その堆積物中には破
砕された炭化木は含まれるが珪化木の報告はない。したがっ
て東員町～いなべ市周辺地域（四日市付近までも）の珪化木
も再堆積や再々堆積の可能性が高い。この地域では暮明

くらがり
層

を堆積した河川は濃飛流紋岩類分布地域から，市之原層を堆
積した河川は奥美濃酸性岩類分布地域から大きな流入河川
の存在が考えられている（吉田, 1990）。暮明層は大泉層のす
ぐ下位にくる層準であること，北からの古流系が見られるこ
と，礫層が主で，多くの濃飛流紋岩類礫が存在することなど
から，美濃加茂地域から珪化木が運搬された可能性が考えら
れる。暮明層からの珪化木の産出もあるようで（寺田, 2008），
大泉層中のものはそれらの洗掘による再堆積なのではなか
ろうか。また，火山灰層の再堆積については泥流堆積物の存
在（中前・中山, 1998）や土石流堆積物，ハイパーコンセッ
トレイティッド流の存在（片岡・長橋, 2012），瀬戸陶土層に
おけるクレバススプレー堆積物（葉田野・吉田, 2018）が報
告されており，それなりの運搬力を持った流れが存在したと
思われる。なお，松葉（1976）は暮明礫層中の溶結凝灰岩は
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湖東流紋岩と述べており，西方に供給源があった可能性もあ
る。ちなみに，鈴鹿層群 明

あかり
層の炭層付近では珪化木は知ら

れていない。 

 なお，東海層群猪高
いだか

部層には設楽地方からの河川の流入に
よって運ばれた「白礫

はくれき
」を含む特徴がある。この東からの

流れに乗って珪化木が愛知県西部～三重県北部に運ばれた
可能性ついては，流域と思われる地域からの報告も無く低い
ものと考えている。 

 長野県飯田市千代地区～阿南町（新木田層？）地域にも「火
の気」は見あたらない。「火の気」としては南設亜層群（大
島川層？）か，津具・根羽火山群の活動が考えられるが，富
草層群の方が堆積年代は古そうであるので候補地とはなり
にくい。下伊那地質誌編集委員会（1976）や氏原ほか（1988）
では，富草層群和知野

わ ち の
層に濃飛流紋岩の礫の存在が記されて

おり，美濃加茂市方面からの流入も否定できない。産出量が

14

多いにも関わらず，『下伊那誌：地質編』（下伊那教育会, 2006）
には珪化木の記載が全く見られず，『阿南町の化石』（阿南町
町誌編纂委員会, 1987; 旧版は 1967年）にも飯田市千代地区
のものが簡単に紹介されているだけである。 

 以上のように愛知県とその周辺から産出する珪化木は，多
くの地域で美濃加茂市～可児市周辺の蜂屋層・中村層からも
たらされた可能性が大きい。ただ蜂屋層・中村層の分布地域
は少なくとも現在ではあまり広くなく，かつ野村（1986）に
よれば蜂屋層の火山活動は小規模で短期間に集中していた
と考えられ，広範囲に大量の珪化木を供給できたかの問題は
残る。一方，熊谷（1994）によれば，蜂屋層をもたらした噴
火継続期間はかなり長かったという指摘がある。考え得る珪
化木の確実な原産地は，現在の地層の分布からは，美濃加茂
市～可児市周辺しかなく，可能性として設楽層群南設亜層群
分布地域周辺が考えられるにすぎない。もちろん，一時的に
「火の気」を受けて珪化木を生成し風化浸食によって消失し
た地質体もある可能性は否定できない。 

 

9. おわりに 
 

 珪化木はかたく丈夫ゆえ，“原産地”が特定できれば古流系
の推定に役立つと思われる。その丈夫さゆえに野ざらしの展
示も多い。しかし，珪化木は黄鉄鉱を含むものが多く，風化
によって酸化鉄や水酸化鉄に変化し硫酸を生じるため，珪化
木自体も風化によって消失する可能性がある（能登の珪化木
公園がよい例である）。いずれにしても「古生物」としても
う少し「評価」されてもいいように感じる。のと海洋ふれあ
いセンターの坂井恵一氏，飯塚市仁保の安藤喜八郎氏にはお
世話になった。記して御礼申し上げる。多くの先輩諸氏が成
因や原産地の探求を試みられても，未だ不明な部分の多い珪

図 8 蜂屋層・中村層分布地と珪化木の産出が知られる主な地点。地層分布は産総研地質調査総合センター地質
図 Navi（URL2）を参考にした。 

図 9 愛知県豊根村猪古里で見られる珪化木（私有地内）。 
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化木について浅学の筆者が解明できたわけでもないが，多く
の方にご教示いただけたら幸いである。 
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